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農学博士オオタバコガの生態と防除ポイント

　令和 5年は、利根沼田管内で多くの作物がオオ
タバコガによる被害を受けました。
　そこで、オオタバコガの生態を理解し、効率良く
防除することで、来年度以降の被害軽減に繋げてい
きましょう。

1 生態について
①発生消長
　初期発生は意外と早く、5月中旬より土の中で越
冬した蛹が羽化し、成虫が飛び出してきます。春先
は発生密度が低いですが、7～ 10月にかけて発生
密度が高くなります。管内では 8～ 9月頃に発生
のピークを迎えます。（図 1）
　夏場の高温・乾燥条件が重なる年は、オオタバコ
ガの発生が多くなる傾向にあります。令和 5年度
は 7～ 10月にかけて平年よりも気温が 1～ 3℃高
く、降水量が約 4割少ない年で、オオタバコガが
発生しやすい気象条件でした。

②生活環
　25℃の条件では、卵期間約 3日、幼虫期間約 14
日、蛹期間約 14日、成虫期間約 10日です。　
　雌成虫は1晩で200～300個を1つずつ産卵し、
総産卵数は1,000～2,000個になります。したがっ
て、ハウス内に雌成虫が 1頭侵入しただけでも大
きな被害になることがあります。飛翔能力は高く最
長飛翔距離約 6km、最長連続飛翔時間約 1時間で
あるため、管内だけでなく他地区からも飛んでくる
可能性があります。
　幼虫は広食性でトマト、レタス、イチゴ、キクな
ど多くの植物を食害します。また、植物体内へ潜る
性質が強く、花蕾や果実内へ食入するため、発見や
農薬による防除が難しい害虫です。

2 防除ポイントについて
①薬剤防除
　幼虫は1～6齢まで齢期があり、齢期が進むほど農
薬への感受性が低下します。さらに、中齢幼虫になると
蕾や果実、結球内への食入が加速するため農薬がかか
りにくくなります。このため、食入前の農薬への感受性が
高い若齢幼虫の内に薬剤防除することがポイントです。
　薬剤の選定は作用機構分類（ＩＲＡＣコード）を考慮
し、散布を行ってください。群馬県技術支援課では農
作物病害虫・雑草防除指針（図２）を公表しています。
こちらには各作物の農薬の表があり、作用機構分類が
記載されているので、農薬選択の参考にしてください。
　また、散布量も重要です。作物の生育ステージに
合った散布量を心がけましょう。

②防虫ネット
　施設栽培では定植時の苗からの持ち込み防止を徹
底するとともに、サイドや開口部には防虫ネット（目
合い 4mm以下）を張り、成虫の侵入を防ぎましょう。
目合い 4mm以下のハチネットでも代用可能です。

③機械による耕耘
　蛹は土中で越冬することから、栽培終了時と来作
の作付け前に、トラクターで地下 10cm 以上を耕
耘することで越冬蛹を死滅させましょう。

3 まとめ
　令和 5年度の越冬蛹が多いことが予想されるた
め、来年度も多発生する可能性が高いです。
　産地全体で防除に取組み、オオタバコガの被害を
減らしていきましょう。

普及指導課園芸指導係（小林）

図１　トラップ調査（群馬県　発生予察情報一覧より）

図２　レタスの殺虫剤一覧表
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